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３．解決策の検討 
 大学としての取り組みは、大学の役割や現状についての知識を全学的に共有し話し合う

ことが重要であると考えた。しかし、「時間がない」、「職員視点・教員視点だけで考えがち」

など、解決策実現のためのハードルがある。そこで、本グループは打開策として、業務を

効率化し時間を作り、お互いのことを知って共に解決することが必要であると考えた。 
 
４．大学イノベーションの提案 
 本グループでは「教職員ポータルサイトの活用」を提案した。本グループの中には教職

員ポータルサイトを既に導入している大学もあれば導入していない大学もあり、また導入

していてもあまり活用がされていない大学もあったため、相互に意見を共有し、どのよう

にしたら教職員ポータルサイトの活用が教職員間・職員間の情報共有に繋がるかを議論し

た。そして「教職員ポータルサイトの活用」を次のように提案した。 
 
Ⅰ 教職員間でファイル共有、資料共有、電子決裁、電子申請 

   ⇒業務の効率化により、時間的・精神的余裕ができる 

 

Ⅱ ポータルニュースの発信で知識共有（ニュースは AI が収集） 

   ⇒知識の共有で教職員間のコミュニケーションを活性化させる 

 

Ⅲ 業務や知識の共有内容を議論する場を設ける 

   ⇒大学の役割や在り方などを議論することができる 

 

このポータルサイトでは教職員間・職員間の情報共有に焦点を置いているため、学生は対

象としていない。またポータルサイトはあくまでもツールであり、本来の目的は Face to 
Face による教職員間の繋がりを強化することにある。時間的・精神的余裕が生まれること

により、Face to Face で教員・職員が一体（相乗効果）となって、大学の役割、在り方を

議論することができ、このように協働することによって、社会や時代の要請に応えられる

大学づくりが可能になると想定される。そしてこれにより社会の要請に応える人材の育成

をも行うことができると考えられる。 
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